
紹

介

か
く
て
鍵
に
一
九
〇
二
年
初
醸
、
同
盟
の
威
立
と
な
っ
た
所
坦
噺
内
外
の
史

料
を
縦
続
に
駆
使
し
躍
、
、
精
に
人
り
徴
を
穿
っ
て
論
遍
さ
れ
て
る
る
（

　
支
那
蟻
攣
一
巻
獲
し
て
既
に
ニ
ケ
年
、
　
本
年
晶
ハ
副
管
懸
縫
、
　
瀧
に
天
津
英
靹
親

界
は
我
が
軍
に
遮
臨
さ
る
叉
に
棄
つ
た
。
英
の
支
那
に
於
け
る
七
里
は
謎
英

同
盟
の
破
棄
以
來
、
羅
護
者
を
失
っ
て
不
安
の
情
況
を
病
識
し
つ
“
け
た
が
、

今
や
徹
底
的
打
鰹
を
蒙
る
や
も
計
り
難
き
今
疑
、
覆
土
の
明
快
・
精
緻
な
る

．
こ
の
論
文
に
接
し
、
僅
か
ヨ
十
七
年
前
締
結
さ
れ
た
云
云
団
盟
を
追
罪
す
る

時
歴
史
の
攣
漁
遡
の
〃
慧
激
な
る
に
威
一
概
な
き
を
得
な
い
G

　
　
三
、
　
、
エ
リ
ユ
ト
ラ
海
案
内
記
」
に
見
え
た
る
紀
元
一
世
紀
の
南
海
貿
易

（
耕
一
川
駅
瓢
太
離
調
、
寮
小
瀬
黒
父
渉
甕
上
に
於
け
る
十
掌
・
軍
の
瓢
痴
愚
禁
山
中
謙
晶
ご
、

鉱
化
史
上
に
於
け
る
佛
繭
酉
東
洋
政
策
の
環
境
（
長
謙
吉
ノ
、
…
露
國
の
黒
田
致

策
と
列
強
（
齋
藤
清
太
郎
）
、
米
國
の
東
洋
政
策
（
薪
見
吉
治
）
等
は
論
難
の
大

家
が
夫
々
の
分
野
に
於
け
る
研
鑛
を
公
表
さ
れ
た
好
論
文
で
あ
る
が
、
そ
の

内
容
紹
介
は
紙
面
の
都
舎
上
翻
愛
す
る
し
〔
吉
原
好
人
〕

（
菊
剣
上
下
二
冊
、
　
一
閥
三
八
頁
、
仁
和
十
拳
年
鷲
湾
、
策
京
富
山
薩
獲
行
○

定
償
七
圓
五
十
銭
）

瀧
一
三
看
志
州
第
二
濁

園
田
　
｝
　
醜
編

に遼閥

難鍾

秦期綿
石金た。。．
ガ麟　∵畢ム　

　らごギ

諮藷
摩・龍華が
の櫟第護
は期…行
い．期せ
一1・冗　ら

毛顯襲
　　　ノ　もの魏の
を囎咲
’に上唇
各課代る
金た　’昭
据れ第和
交　∵二十
ご周期一一
と鋼　年

猿
二
十
繍
巻
　
第
三
號

一
鱗
八

に
、
　
そ
の
か
弾
機
の
鞭
い
聖
心
、
羅
川
場
肩
叩
蕊
遡
・
べ
て
る
る
「
門
脇
醜
影
、
　
映
．
ぶ
噸
響
脳
H
を
↓
の
つ

め
た
「
文
獣
更
要
項
に
よ
っ
て
、
わ
れ
く
の
張
っ
た
懲
惑
は
嚢
に
大
き
い
も

の
で
あ
っ
た
（
今
ま
た
、
そ
の
第
二
溺
を
手
に
す
る
こ
と
の
で
き
た
の
は
、

脇
歯
跡
の
た
め
に
賦
製
賀
に
堪
へ
な
い
○

　
本
書
は
、
第
一
研
の
第
四
期
　
元
瞬
代
に
ひ
き
つ
贈
い
て
、
「
第
蹴
期
明

時
代
」
百
臨
十
九
種
を
採
録
し
、
そ
の
｝
つ
く
に
、
「
，
脇
解
」
「
交
献
」
の
項

を
附
し
て
み
る
こ
と
は
、
第
　
勝
と
洞
檬
で
あ
る
へ
・

　
開
の
政
令
の
及
ん
だ
の
は
、
開
原
を
極
遜
と
す
る
遊
培
以
南
に
限
ら
れ
て

み
た
。
ワ
て
の
關
係
上
、
太
・
君
に
載
〃
せ
ら
れ
た
も
の
は
、
明
初
灘
…
洲
東
北
’
方
繭

　
の
纒
「
略
を
紀
念
す
る
吉
慧
∵
六
情
喰
蓬
の
無
難
碑
と
、
黒
龍
江
隙
チ
ル
の
奴

・
兇
十
永
寧
寺
碑
と
を
例
外
と
し
て
、
す
べ
て
右
の
地
域
内
の
も
の
で
あ
り
、

北
鎭
・
豊
野
・
鐵
嶺
に
存
す
る
竜
の
が
最
も
多
い
。
そ
の
種
類
は
、
寺
廟
…
關

係
の
も
の
が
そ
の
多
く
を
静
口
め
、
墓
誌
銘
が
こ
れ
に
次
い
で
を
り
、
史
鏑
…
慣

償
の
高
い
も
の
が
少
く
な
い
G

　
瀧
洲
に
於
け
る
金
石
交
を
蒐
録
し
た
も
の
と
し
て
は
、
こ
の
志
稿
第
一
珊

刊
行
後
に
公
に
せ
ら
れ
た
羅
振
玉
氏
の
『
満
湖
金
石
志
』
が
各
時
．
代
に
わ
た
っ

て
蒐
銀
し
た
も
の
と
し
て
霊
獲
が
ら
れ
て
る
る
。
し
か
し
、
園
顯
氏
の
志
稿

の
強
駿
ほ
、
た
ぐ
在
來
の
三
木
三
を
手
録
す
る
と
い
ふ
三
月
行
は
れ
て
る
た

方
法
に
あ
キ
、
た
ら
な
い
で
、
窺
稽
…
の
許
す
か
ぎ
り
、
そ
の
現
地
に
赴
い
て
、

碑
石
を
繍
…
密
に
調
査
し
、
捕
ち
な
が
ら
讃
む
と
い
ふ
方
法
を
と
っ
て
み
る
こ

と
で
あ
・
ハ
、
，
し
か
も
、
志
稿
第
二
溺
は
、
茅
、
の
分
岐
器
園
が
二
五
の
晦
孚
分

に
眼
ぢ
為
て
を
り
、
比
較
的
に
現
地
調
査
を
行
ひ
や
す
い
と
い
ふ
斌
態
に
あ

ろ
た
め
に
、
筑
二
欝
に
比
し
て
、
捨
場
窺
ら
の
調
餐
を
輝
た
も
の
が
は
ろ
か

（65．S）



に
多
い
。
こ
れ
こ
そ
、
異
書
が
他
書
の
彊
記
を
ゆ
る
さ
な
い
駈
で
あ
る
。

　
ま
た
、
今
｝
つ
の
特
徴
は
、
事
情
や
む
を
得
ず
し
て
搬
太
に
よ
る
と
し
て

も
、
最
も
よ
い
も
の
を
選
ぶ
こ
と
に
努
力
し
て
み
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
，
．

難
㎝
讃
と
総
悩
せ
ら
れ
る
抽
似
幽
兄
ド
†
・
氷
佃
副
乳
語
聾
「
、
雷
篇
雅
竿
氷
蜜
鼻
V
醜
∵
の
…
甥
噺
【
」
つ
い
て

は
、
梅
際
臨
±
の
手
舗
…
に
か
・
・
り
、
内
藤
乾
士
ロ
氏
の
所
藏
せ
ら
れ
る
精
捕
に

よ
り
、
從
來
よ
り
も
解
讃
の
歩
を
進
め
得
た
こ
と
の
醜
き
、
そ
の
妊
例
で
あ

ら
う
。本

曽
の
刊
行
を
紹
介
し
、
あ
は
せ
て
、
交
通
不
便
の
地
に
、
時
に
は
身
遊

の
軍
資
を
さ
へ
威
｝
じ
な
が
ら
、
こ
の
專
業
を
達
成
せ
ら
れ
た
編
…
嚢
の
欝
苦
に

鋤
し
て
敬
意
を
さ
㌧
げ
た
い
。
更
に
、
吾
入
は
、
瓢
湖
だ
け
で
は
た
く
、
北

支
に
鞭
て
も
南
災
に
於
て
も
、
こ
の
種
の
野
業
に
野
手
で
き
る
日
が
惹
く
來

て
ほ
し
い
と
籍
熱
す
る
も
の
で
あ
る
．
し
　
（
四
六
倍
捌
、
工
六
一
頁
、
脳
版
十

四
、
昭
和
十
照
午
三
邦
、
南
離
洲
悪
道
秣
式
倉
勲
爽
行
、
昨
賀
贔
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
外
山
軍
治
）

列
強
現
勢
更
・
東
中
敵
襲
豆

乳
　
類

伸
蓑

　
思
ふ
に
、
愛
協
は
必
ず
し
も
最
後
の
解
決
で
は
な
い
。
か
の
ヅ
エ
ル
サ
イ

ユ
謹
選
は
、
歴
史
と
海
．
然
と
を
無
観
し
た
八
爲
的
膿
制
で
あ
り
、
　
一
種
の
愛

協
と
も
云
ふ
ベ
キ
㌧
も
の
で
甲
幽
る
．
・
で
し
て
麓
ハ
の
和
傑
に
來
る
ベ
キ
・
駆
…
史
の
照
明
程

は
、
こ
の
螢
協
に
…
諾
し
て
求
め
ら
れ
た
緊
緊
で
あ
っ
た
、
パ

　
「
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
、
世
界
大
聾
後
の
が
エ
ル
サ
イ
ユ
撫
約
が
強
ひ
て

作
っ
た
爽
中
欧
諸
國
の
新
地
城
雲
霧
鋼
を
指
し
て
、
串
央
難
…
ロ
ッ
パ
を
バ

ル
カ
ン
化
し
た
と
云
っ
た
が
、
實
に
東
ゆ
鰍
の
蕨
形
勢
は
、
そ
の
入
種
酌
分

布
か
ら
見
て
も
叉
纏
濟
的
條
件
か
ら
見
て
も
、
極
め
て
複
雄
な
も
の
で
、
幾

多
紛
璽
の
種
子
を
將
來
に
含
ん
で
屠
る
も
の
で
あ
っ
た
。
「
7
百
コ
十
七
頁
｝
、

こ
の
幾
多
の
紛
雫
を
歴
突
的
に
解
明
せ
ん
と
ず
る
の
が
、
太
書
の
使
余
な
み

で
あ
る
、
．
、

　
我
々
が
現
代
の
繊
洲
、
諾
情
勢
に
眼
を
．
薫
ず
る
時
、
そ
こ
に
浮
ぶ
疑
問
の
課

題
と
し
て
、
侮
故
翫
界
火
戦
後
の
オ
…
ス
卦
リ
ア
は
濁
立
形
態
を
維
持
し
得

な
か
っ
た
の
で
あ
ら
う
か
と
叫
ぶ
で
あ
ら
う
。
こ
の
問
題
に
…
饗
し
て
鶉
藩
は

根
太
原
囚
と
し
て
の
物
．
質
的
叢
叢
と
罠
族
言
託
と
に
就
て
説
明
し
て
讐
ら
れ

る
。
麟
．
ち
、
　
、
大
志
戦
後
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
國
災
の
工
塾
本
方
爾
の
所
響
は
義
民
憂

舟
入
の
三
．
分
の
瓢
を
占
め
、
之
を
人
口
楡
構
成
上
か
ら
見
る
と
、
工
業
・
．
鑛
桀
・

商
業
・
交
通
浬
輪
業
等
の
從
葉
蒋
合
計
は
、
総
入
墨
に
饗
す
る
凹
全
…
∵
三
％

で
あ
る
。
」
ハ
酉
六
十
八
頁
）
所
か
、
｝
，
農
林
業
人
口
は
僅
か
に
…
二
十
胴
・
七
％
と

云
ふ
不
均
等
な
激
字
を
…
爪
し
、
更
に
農
耕
塊
歓
乏
の
程
度
は
一
暦
甚
し
く
、

総
画
積
に
鋤
す
る
農
耕
地
の
知
合
は
僅
か
に
二
十
三
％
に
渦
㎝
ぎ
な
か
っ
た
こ

（
頁
六
三
九
頁
）
、
か
く
て
、
「
穀
物
の
不
昆
、
中
小
商
エ
一
山
袈
…
乃
歪
小
市
昆

麿
の
充
嚇
灘
　
　
こ
れ
が
世
界
大
戦
、
後
の
新
オ
ー
ス
ト
リ
ア
國
家
を
彩
r
る
一
つ

の
原
色
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
‘
緊
百
七
十
頁
）
、
　
こ
の
や
う
に
、
一
，
新
し
い
オ

ー
ス
ト
リ
ア
は
工
業
顯
と
な
っ
た
が
、
彌
も
其
の
資
本
主
義
的
な
難
壁
は
外

國
番
ハ
木
に
冬
至
っ
て
、
出
嫌
㍗
さ
れ
た
も
の
で
、
籔
姻
オ
ー
フ
、
ト
リ
ァ
は
獄
丁
乱
の
物

質
的
要
件
を
　
簸
い
て
贋
る
亀
の
で
あ
っ
た
匹
｝
∴
口
七
癖
一
頁
▽
、
更
に
著
者
は

其
の
斑
摺
問
題
に
讐
及
せ
ら
れ
て
騰
る
郎
ち
、
一
、
オ
…
ス
ト
リ
ア
の
國
梓
三

家
主
義
の
膿
系
重
爆
刻
に
矛
盾
し
た
も
の
は
な
／
・
、
鋼
の
、
ば
、
ド
ル
フ
ス
や

勃G3〆
く

藤

介

第
二
十
瞬
巷
　
第
蹴
號

一
四
九


